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地域包括ケアシステムを推進し、
健康・安心・絆のライフラインを構築する

ミアヘ ル サ の 描く未 来

皆様におかれましては、ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。
昨年度は新型コロナウイルスがこれまで以上に身近なもの

となる中、当社グループは持株会社への移行を行いました。ライ
フサポートをM＆Aしたことで売上高116.4％（前期比）となり、
新たな前進ができた一年となりました。

ご支援いただいたステークホルダーの皆様には改めて感謝
申し上げます。

事業部の活動といたしましては、医薬事業では東京女子医科
大学附属足立医療センターの移転に伴い門前薬局として江北店・
江北2号店を開局、介護事業では新百合ヶ丘にホスピス対応型
ホームメディケアオアシス新 百 合ヶ丘 を開 設 、保 育 事 業では
指定管理園を含め４園を開園いたしました。また、少子高齢化を
起 因とする人 材 不 足 が深 刻 化する中、ミアヘルサグループは
2022年4月には新入社員115名を迎え入れることで事業拡大を

図ってまいりました。
2022年4月には、東京証券取引所の

市場区分見直しによりスタンダード市場
への再上場となりました。一層の企業
成長へ邁進する組織づくりに取り組み、
ステークホルダーの皆様からのご期待
に沿えるよう尽力する所存でございます。

当社は3事業を中心に業界環境の変化
へのリスクを補完できることを特徴としており
ます。加速する高齢化を事業拡大の機会ととらえ、「高齢化
社会に必要な街づくり」を展開することで、地域に貢献し
企業価値を高めて、持続的な成長を目指してまいります。

皆様におかれましては、今後ともご支援賜りますようお願い
申し上げます。

2022年3月期  2021.4.1 〜 2022.3.31
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グループ売上高の推移

企 業 価 値 向 上 に 向 けた 取り組 み 新 規 開 設 事 業 所 紹 介

連 結 業 績 予 想（ 売 上 高 の 推 移 ）

ミアヘルサ

グループ化当初の課題

ライフサポート

改善策

ミアヘルサグループ

現在

＋＋
グループ全体の保育事業の成長促進と
子育て支援の拡充が可能に

▶ 残りの認証保育園10園の統合・認可化
　（2023年4月）に向けた取り組み

●  認証保育園3園閉鎖による
　保育士の異動と補充
●  紹介会社に頼らない採用活動を展開
　（ミアヘルサの採用ノウハウを活用）

●  認証保育園 3園閉鎖
●  保育室 2ヵ所閉鎖

▶ 大幅なコスト削減（予定）

●  本社人員の異動と適正配置
●  ライフサポート本社移転

更なる企業価値向上に繋げていく

ミアヘルサ、ライフサポート両社の強みを活かすことによりシナジー効果を発揮1

ライフサポートの課題と改善策2

売上高の推移

167億円

243億円
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み ずき薬 局 ／ ふ れ あ い 薬 局 が ミアヘ ル サ グル ープ に 加 わりました
大学病院前に大型調剤薬局を開局

●  人材採用力（保育士等）
●  認可保育園の運営ノウハウ
●  保育事業の業務効率化
　収益改善ノウハウ

認証保育園の園児数の減少

保育士等の人材採用の苦戦による
採用コスト増大と収益圧迫

間接コスト（販管費）の増大

●  学童クラブ・保育室等の
　運営ノウハウ
●  事業の開発力

認証保育園の統合による合理化や
認可化による収益改善

ミアヘルサの採用力を活かすことに
よる人材の安定採用、採用コスト
減少

増大間接コストの削減、本社人員の
適正配置

● 開設 2021年12月

● 住所 東京都調布市小島町1-35-5
調布アミックスビル5階

● 最寄り駅 京王線
「調布駅」 徒歩 3分

● 特徴 調布駅前の新しい商業ビル5階
医療モールフロアに開局

● 開設 2022年4月

● 住所 東京都江戸川区一之江7-41-24

● 最寄り駅 都営新宿線
「一之江駅」 徒歩 2分

● 特徴 認可保育園
定員：60名（0歳～5歳）

● 開設 2022年4月

● 住所 東京都葛飾区新小岩2-1-8
びゅうリエット新小岩2階・3階

● 最寄り駅 JR中央・総武線
「新小岩駅」 徒歩 3分

● 特徴 認可保育園
定員：30名（1歳～5歳）

● 開設 2022年4月

● 住所 東京都豊島区高田1-11-16

● 最寄り駅 都電荒川線
「早稲田駅」徒歩3分 ほか

● 特徴 認可保育園
定員：48名（1歳～5歳）

● 開設 2021年12月

● 住所 東京都足立区江北4-6-16

● 最寄り駅 日暮里・舎人ライナー
「江北駅」 徒歩 5分

● 特徴 東京女子医科大学付属 足立医
療センターの門前に位置する大
型調剤薬局

● 開設 2022年5月

● 住所 東京都足立区江北4-7-21

● 最寄り駅 日暮里・舎人ライナー
「江北駅」 徒歩 5分

● 特徴 「江北店」 同様、幅広い診療科
からの処方箋を応需

3ヵ年で 40％ 以上の伸長

2020年以降、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、調剤薬局や
介護サービスの一部で、ご利用者様による利用控えが生じるなど売上に
も影響が出ておりましたが、現在は、ともに回復基調に向かっています。
保育事業では新園の開設や公立保育園の指定管理運営等により園児数は

毎年増加し、安定した売上を確保できています。さらに、2021年10月には、
M＆Aにより保育事業・児童育成事業（学童保育）・介護事業を展開する
ライフサポート（株）がミアヘルサグループに加わったことで、2024年3月
期にはグループ連結売上高は240億円を超える見通しとなっています。

2021年3月期

2024年3月期（計画）

日生薬局 調布店

ミアヘルサ保育園ひびき 一之江 ミアヘルサ保育園ひびき 新小岩 ミアヘルサ保育園ひびき 高田

日生薬局 江北店 日生薬局 江北2号店

「東京女子医科大学附属 足立医療センター（2022年1月開
院）」に隣接する門前薬局として、2021年12月に「日生薬局 江
北店」を、2022年5月に「日生薬局 江北2号店」を開局しました。

各店舗には最新の「待ち番号管理システム」を導入し、スマー
トフォン一つでお薬の準備状況をご確認いただけます。また、
高度先進医療に対応し、幅広い診療科／内容の処方箋を
応需しています。

「日生薬局 江北店」では、1階に感染症に罹患された方の専用
待合室を、2階には地域交流スペース（仮）を設置するなど、
かかりつけ薬局として地域の皆様に広くご利用いただける
環境を整えております。

江北店江北２号店

東京女子医科大学附属
足立医療センター
東京女子医科大学附属
足立医療センター

■ 医薬　■ 保育　■ 介護　■ その他　■ ライフサポート

（百万円）

■ アクセス： 日暮里・舎人ライナー　「江北駅」より 徒歩 5分



地域包括ケアシステムを推進し、
健康・安心・絆のライフラインを構築する

2021年4月に実施された薬価改定に加え、長期処方の減少により 
処方箋単価は低下しましたが、処方箋枚数は回復傾向にあります。
技術料の獲得に向けて「かかりつけ薬局」、「在宅医療業務」等の取り
組みを強化していきます。

医 薬 事 業

新規開設事業所およびグループ会社化した介護事業所（5事業所）が
業績に寄与しました。一方、新型コロナの影響により、通所介護を
中心に一部ご利用者様の利用控えが発生するとともに、新規事業所
開設のための先行コストが生じたことで、低い利益率となりました。

介 護 事 業

2021年4月開設の保育園（3園）、2020年7月に子会社化した(株)東
昇商事の保育園（6園）、2021年10月にグループ会社化したライフ
サポート(株)の保育園（25園）による園児数の増加、および公立保
育園の指定管理開始に伴う園児数の増加が、業績に寄与しました。

保 育 事 業

セグメント別営業利益構成比セグメント別売上高構成比

19,510 百万円

売上高

291 百万円

親会社株主に帰属する当期純利益

189 百万円

経常利益

186 百万円

営業利益

2021年3月期（ご参考） 2022年3月期 2023年3月期
通 期 通 期 通 期 （ 予 想 ）

売上高 16,754 19,510 22,910

営業利益 322 186 410

経常利益 340 189 415

親会社株主に帰属する
当期純利益 478 291 345

総資産 10,069 14,205 ―

純資産 2,975 3,202 ―

1株当たり当期純利益 194.40円 117.49円 138.65円

自己資本比率 29.6% 22.5% ―

（単位：百万円）

※報告セグメント3事業のみ。その他、調整額を除く。

※2021年3月期の業績はミアヘルサ株式会社の第37期の連結業績を掲載しております。

証券コード 7129

上場証券取引所 東京証券取引所  スタンダード市場

事業年度 毎年4月1日から翌年3月31日まで

定時株主総会 毎年6月

基準日 毎年3月31日

剰余金の配当の基準日 毎年9月30日、3月31日

１単元の株式数 100株

株主名簿管理人 みずほ信託銀行株式会社
東京都千代田区丸の内一丁目3番3号

郵便物送付先
および電話照会先

〒168–8507 　東京都杉並区和泉2–8–4
みずほ信託銀行株式会社 証券代行部
電話：0120-288–324（フリーダイヤル）

公告掲載方法 電子公告により行います。やむを得ない事由により電子公告
ができない場合は、日本経済新聞に掲載して行います。

公告掲載URL https://www.merhalsa-hd.jp/

株 主 メ モ

会 社 名
本店所在地
電 話 番 号
お問 い合 せ

ミアヘルサホールディングス株式会社
〒162-0064  東京都新宿区市谷仲之町3番19号
03-3341-7205（代表）
contact-ir@merhalsa.jp

ライフサポート(株)の子会社化により、
保育園等50施設がグループに加わり、
保育事業は大幅に売上を伸ばしまし
た。また、介護事業も市場環境とサー
ビス内容が整いつつあることから、更
なる成長が期待されます。

各事業とも新型コロナの影響は未だ
に残っているものの、徐々に回復傾向
にあります。医薬・介護では新規事業所
開設のために先行コストが生じました
が、今後はこれらの事業所が収益に大
きく貢献することを見込んでいます。

（2021.4.1～2022.3.31）
● 詳細はこちらからご確認いただけます。　 
https://www.merhalsa-hd.jp/ir/performance/

配 当 に つ い て

2022年3月期の期末配当につきましては、1株当たり17円を実施させてい
ただきました。これにより中間配当の13円と合わせて年間配当金は、1株当
たり30円となりました。次期も同様に30円となる予想です。
また、2023年3月期よりQuoカード贈呈による株主優待制度を実施いたし
ます。毎年9月30日現在の当社株主名簿に記載または記録された1単元

（100株）以上保有された株主様に対して、当社オリジナルQuoカードを贈
呈させていただきます。

● 100株以上 ・・・・ 1,000円分　　● 300株以上 ・・・・ 3,500円分
● 200株以上 ・・・・ 2,000円分

2022年3月期 2023年3月期（予想）
1株当たり配当金

 30円
（中間：13円、期末：17円）

1株当たり配当金

 30円
（中間：13円、期末：17円）

財 務 ハイラ イト

59.2 %38.3 %

2.5 2.5 %%

47.2 %
34.5 %

18.3 %

医　薬 8,784百万円

保　育 6,412百万円

介　護 3,408百万円

医　薬 559百万円（利益率6.4％）

保　育 361百万円（利益率5.6％）

介　護 24百万円（利益率0.7％）
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